
教育実践シリーズ
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２／１

２／３

２／９
２／１３

２
月
４
、
５
日
、
「
元
気
い
っ
ぱ
く
２
０
０
６

〜
『
セ
ン
セ
の
が
っ
こ
。
』
全
国
版
〜
」
が
都
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
学
習
・
交
流
集
会
に

は
、
全
国
各
地
か

ら
青
年
を
中
心

に
、
５
５
０
人
を

こ
え
る
教
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

文
科
省
は
、
来
年
度
予
算
で

「
教
員
の
給
与
の
在
り
方
に
関

す
る
調
査
研
究
」
事
業
費
を
計

上
し
、
教
員
の
給
与
や
勤
務
実

態
に
関
す
る
調
査
を
行
う
こ
と

を
う
ち
だ
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
研
究
は
、
「
行
政

改
革
の
重
要
方
針
」
（
０５
・
１２

・
２４
閣
議
決
定
）
で
決
め
ら
れ

た
人
材
確
保
法
の
廃
止
検
討
、

教
員
賃
金
「
優
遇
」
見
直
し
を

受
け
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す

（
「
新
聞
全
教
」
１
月
２０
日
号

３
面
参
照
）。

今
回
の
勤
務
実
態
調
査
実
施

の
背
景
に
は
、
教
員
賃
金
「
優

遇
」
に
対
す
る
�
風
当
た
り
�

が
強
ま
る
中
で
、
文
科
省
と
し

て
も
、
労
基
法
３７
条
が
適
用
除

外
と
な
っ
て
い
る
教
員
の
超
過

勤
務
の
実
態
を
把
握
し
、
教
職

員
の
賃
金
水
準
が
「
『
勤
務
実

態
と
比
べ
て
高
い
の
か
、
低
い

の
か
を
示
し
て
国
民
の
理
解
を

得
た
い
』
（
文
科
省
幹
部
）
と

の
思
惑
も
あ
る
よ
う
だ
」（
「
読

売
」）と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
。

全
教
は
、
深
刻
な
長
時
間
過

密
労
働
を
解
消
す
る
た
め
、
文

科
省
に
全
国
的
な
勤
務
実
態
調

査
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
改
善

方
策
を
要
求
し
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
文
科
省
は
「
給
特
法
に

も
と
づ
き
勤
務
は
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
」
「
超
過
勤
務
の
実

態
調
査
を
行
わ
な
い
」
と
頑
な

な
態
度
を
取
り
続
け
て
き
ま
し

た
。今

回
、
人
材
確
保
法
廃
止
な

ど
公
務
員
総
人
件
費
削
減
の

「
対
応
策
」
と
は
い
え
、
教
職

員
の
勤
務
実
態
調
査
に
踏
み
切

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
文

部
行
政
の
行
き
詰
ま
り
を
示
す

も
の
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
総
人
件
費
削
減
と

い
う
「
構
造
改
革
」
路
線
の
も

と
、
文
科
省
が
「
時
間
外
勤
務

の
実
態
の
な
い
教
員
が
い
る
」

「
画
一
的
な
処
遇
は
問
題
」な
ど

の
口
実
で
、
教
職
調
整
額
４
％

を「
見
直
し
」改
悪
し
、
そ
の
原

資（
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
も
）で
、

新
し
い
職
の
設
置
な
ど「
職
務
・

職
責
」
に
よ
る
差
別
賃
金
強
化

や
、
評
価
と
賃
金
と
の
連
動
を

打
ち
出
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

全
教
は
、
こ
の
勤
務
実
態
調

査
の
内
容
を
、持
ち
帰
り
仕
事
、

部
活
動
を
は
じ
め
教
員
の
勤
務

実
態
を
全
面
的
・
包
括
的
に
把

握
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
、

調
査
結
果
の
公
表
、
労
使
交
渉

を
踏
ま
え
た
実
効
あ
る
超
勤
の

是
正
を
要
求
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
労
基
法
３７
条

に
基
づ
く
「
時
間
外
手
当
」
を

教
員
に
も
支
給
で
き
る
「
法
改

正
」
を
求
め
る
職
場
討
議
を
す

す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
月
１１
日
、
「
ト
ヨ
タ
は
社

会
的
責
任
を
は
た
せ
！
」
と
１５

都
府
県
か
ら
１
６
０
０
人
を
超

え
る
労
働
者
、
市
民
が
愛
知
県

内
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
ト
ヨ
タ

総
行
動
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

全
労
連
や
愛
労
連
な
ど
１３
団

体
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
実
施

し
た
も
の
で
、
羽
根
実
行
委
員

長
（
愛
労
連
議
長
）
は
「
ト
ヨ

タ
労
組
も
ベ
ア
要
求
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
た
の
は
私
た
ち
の

運
動
の
成
果
」
と
あ
い
さ
つ
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
３
年
連
続

で
１
兆
円
を
超
え
る
利
益
を
あ

げ
る
一
方
で
、
４
年
間
賃
上
げ

ゼ
ロ
。
自
動
車
産
業
の
ト
ッ
プ

企
業
と
い
う
立
場
に
と
ど
ま
ら

ず
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
民

間
議
員
を
送
り
込
み
、
規
制
緩

和
、
労
働
法
制
改
悪
、
消
費
税

増
税
な
ど
の
悪
政
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

大
企
業
の
業
績
好
調
と
裏
は

ら
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
増
税
、

賃
金
抑
制
で
労
働
者
の
生
活
は

悪
化
し
て
い
ま
す
。
ト
ヨ
タ
を

は
じ
め
大
企
業
の
大
も
う
け
を

社
会
的
に
還
元
さ
せ
る
０６
春
闘

の
前
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

地
方
確
定
交
渉
が
継
続
す
る

中
で
２
０
０
６
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
が
と
り
く
ま
れ
、
中
間
集
計

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
教

職
員
の
要
求
・
意
識
は
、
小
泉

「
構
造
改
革
」
が
も
た
ら
す
労

働
者
・
国
民
へ
の
犠
牲
の
押
し

つ
け
、「
公
務
員
人
件
費
削
減
」

攻
撃
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
生
活
苦
し
い
」
の

ポ
イ
ン
ト
が
増
加

「
生
活
実
感
」
で
は
、
「
か

な
り
苦
し
い
」１５
・
８
％
、「
や

や
苦
し
い
」４２
・
１
％
で
、「
苦

し
い
」
の
合
計
は
５７
・
９
％
と

な
っ
て
お
り
、
前
年
度
５５
・
１

％
よ
り
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
ま
し
た
。

「
賃
上
げ
要
求
額
」
の
平
均

は
、
前
年
比
１
９
６
円
マ
イ
ナ

ス
の
１
万
５
４
３
９
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
春

闘
情
勢
や
組
合
員
の
要
求
な
ど

を
考
慮
し
て
、
全
教
は
春
闘
方

針
で
１
万
６
０
０
０
円
の
賃
金

改
善
要
求
を
提
起
し
ま
し
た
。

深
刻
な
長
時
間
労
働

改
善
の
傾
向
な
し

「
直
近
の
１
カ
月
の
残
業
時

間
」は
前
年
度
と
同
じ
傾
向
で
、

深
刻
な
長
時
間
労
働
が
ま
っ
た

く
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

「
残
業
な
し
」
が
５
％
を
割

り
４
・
４
％
に
な
っ
た
一
方

で
、
過
労
死
の
危
険
が
高
ま
る

４０
時
間
以
上
は
あ
わ
せ
る
と
２３

・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
時
間

短
縮
が
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ

な
い
深
刻
な
状
態
で
あ
る
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
減
税
な
ど

税
負
担
軽
減
が
１
位
に

「
対
政
府
要
求
で
最
も
実
現

し
た
い
も
の
」
で
は
、
前
年
度

２４
・
８
％
で
５
番
目
だ
っ
た

「
消
費
税
減
税
な
ど
税
負
担
の

軽
減
」
が
、
約
２０
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
て
最
上
位
に
な
り
ま
し

た
。
定
率
減
税
廃
止
や
消
費
税

増
税
の
動
き
を
反
映
し
た
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
の
成
功
の
た
め

に
、
東
京
で
は
都
教
組
や
都
障

教
組
な
ど
で
実
行
委
員
会
を
つ

く
り
、
青
年
部
と
本
部
・
支
部

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
準
備
を

重
ね
ま
し
た
。

新
規
採
用
者
や
採
用
後
２
、

３
年
目
の
青
年
へ
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
を
送
り
、
職
場
で
も
声

を
か
け
、
職
場
の
仲
間
と
い
っ

し
ょ
に
参
加
す
る
体
制
を
つ
く

り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
東
京
か
ら
の
参

加
者
は
３
６
０
人
に
達
し
、
そ

の
う
ち
５０
人
を
こ
え
る
組
合
未

加
入
の
青
年
が
参
加
し
ま
し

た
。２

日
間
の
学
習
と
交
流
を
通

じ
て
加
入
を
決
意
す
る
方
も
多

々
あ
り
、
学
び
た
い
、
交
流
し

た
い
と
い
う
青
年
の
思
い
に
沿

っ
た
と
り
く
み
と
し
て
大
き
な

成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

憲
法
や
教
育
基
本
法
な
ど
の

課
題
に
つ
い
て
の
講
座
や
「
算

数
模
擬
授
業
」
な
ど
の
教
育
実

践
講
座
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

ラ
イ
タ
ー
の
森
達
也
さ
ん
、
プ

ロ
野
球
労
組
の
松
原
徹
さ
ん
な

ど
多
彩
な
講
師
を
迎
え
た
講
座

な
ど
、
２
日
間
で
２０
の
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●開会集会から講座まで、社会問題や権利についてたくさん学ぶ
ことができた。明日から子どもへの接し方、子どもの権利への
見方が変わりそうだ。（東京）

●３年目で初めて参加した。普段忙しくて、職場で積もる話もで
きない。職場の仲間全員で参加して、夜もいっぱい話ができる
といいなと思った。講座はどれも、元気、知的パワー、技術と
も充電させてもらえるものだった。（東京）

●参加して元気が出た。講座はどれもためになった。プロ野球労
組の松原さんの「次の世代のための活動だ」との言葉が印象に
残った。（新潟）

●今回初めて参加した。素晴らしい講座ばかりで選ぶのに悩んだ。
他県の方とも、いろいろな話をすることができ、そのことも講
座以上に有意義な時間だった。また参加したい。（青森）

●参加してよかった。知り合いができてとてもうれしい。４月から
新採として現場に行く。今回の講座を大いに生かしていきたい。

写真は本文とは関係ありません

「生活実感」の推移

全教
全国代表者会議

全教は、教育基本法改悪法案の
国会提出を阻止する闘争の推進め
ざし、緊急の全国代表者会議を開
催。国会請願署名の推進や地域・
職場、中央段階の行動について意
思統一した。

公務員の政治活動の
自由を考える２・３集会

国家公務員法第１０２条違反を理
由に国家公務員の政治活動を弾圧
する事件が相次ぎ、地方公務員に
も刑事罰規定を盛り込む地方公務
員法の改悪がねらわれている中、
２・３集会を開催。
国公法違反で逮捕・起訴されて

いる堀越さんと宇治橋さんの事件
について、大久保史郎・立命館大

学法科大学院教授は「公務員法に
よる政治活動の禁止は世界的に見
ても日本だけで異常」と批判。集
会は両事件の裁判支援に全力をあ
げることを確認した。

医療改悪・増税反対
１万４０００人がつどう

「許すな！医療改悪・大増税２
・９国民大集会」がさいたまスー
パーアリーナで開催。全国から１
万４０００人が参加し、「医療改悪反

対」「庶民大増税やめろ」などの
声を上げ、弱者にさらなる痛みを
押しつける小泉「構造改革」をス
トップさせる意思を固めあった。

臨対部が文科省交渉
正規採用、制度改善求め

全教臨対部は、学校運営に必要
な教職員の正規採用化や臨時・非
常勤教職員の身分の尊重と待遇改
善などを求め、文科省と交渉を行
った。

４
年
生
の
シ
ン
君
は
、
毎
朝

一
番
に
教
室
に
入
る
。

私
の
顔
を
見
つ
け
、
笑
い
な

が
ら
、
「
杉
山
！
う
ん
こ
！
し

ね
！
」
を
繰
り
返
す
。

私
は
、
「
そ
ん
な
、
死
ぬ
ほ

ど
愛
さ
な
い
で
く
れ
よ
」
と
返

す
。
満
足
し
た
シ
ン
君
は
日
記

を
机
の
上
に
お
き
、
「
上
に
遊

び
に
行
っ
て
く
る
」
と
、
在
籍

し
て
い
た
通
常
の
学
級
に
出
か

け
る
。
彼
は
、
今
、
固
定
の
知

的
障
害
学
級
に
在
籍
す
る
。

シ
ン
君
は
、
知
的
ボ
ー
ダ
ー

で
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
Ｌ
Ｄ
の
傾
向
を

も
つ
。
３
年
生
の
時
に
、
今
の

小
学
校
に
転
校
し
て
き
た
。
情

緒
障
害
児
を
対
象
に
し
た
通
級

に
よ
る
指
導
を
継
続
す
る
た

め
、
市
内
の
別
の
学
校
の
通
級

学
級
に
通
っ
た
。

１
対
１
で
関
わ
っ
て
も
ら
え

る
通
級
の
４
時
間
は
良
か
っ

た
。
で
も
、
通
常
の
学
級
で
は

友
達
と
の
け
ん
か
が
絶
え
る
こ

と
な
く
、
パ
ニ
ッ
ク
も
お
こ
し

て
い
た
。
授
業
中
も
わ
か
ら
な

い
・
で
き
な
い
状
態
で
退
屈

し
、
抜
け
出
す
。

教
員
補
助
員
が
つ
け
ば
、
他

の
子
と
違
う
課
題
を
お
こ
な
え

て
い
た
が
、
着
い
て
い
な
い
と

通
常
の
学
級
で
は
過
ご
せ
な
か

っ
た
。

保
護
者
、
担
任
、
通
級
担
任

と
相
談
。
本
人
も
了
承
し
、
４

年
生
に
な
っ
て
、
固
定
の
知
的

障
害
学
級
で
の
国
語
と
算
数
の

学
習
に
参
加
し
始
め
た
。

「
杉
山
、
算
数
嫌
い
な
ん
だ

！
」
と
言
い
な
が
ら
も
「
か
け

算
簡
単
だ
。
割
算
も
わ
か
る
。

長
さ
も
重
さ
も
時
間
も
計
算
で

き
る
ん
だ
」
「
こ
ん
な
に
長
い

文
章
を
一
人
で
書
け
た
」
と
、

２
時
間
続
き
の
算
数
や
国
語
も

可
能
に
な
り
、
家
庭
学
習
も
や

る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
他
の
勉

強
も
こ
こ
で
や
り
た
い
」
と
な

り
、
関
係
者
の
合
意
も
得
て
、

籍
を
移
し
た
。

落
ち
着
く
「
居
場
所
」
を
見

つ
け
た
シ
ン
君
は
、
多
動
さ
と

不
器
用
さ
を
も
ち
な
が
ら
も
パ

ニ
ッ
ク
が
と
ま
り
、
表
情
の
険

し
さ
が
消
え
た
。

軽
度
障
害
児
も
自
分
を
遠
慮

せ
ず
出
せ
る
少
人
数
の
「
居
場

所
」
が
要
る
。
子
ど
も
の
現
実

と
教
育
の
状
況
は
固
定
障
害
学

級
の
充
実
・
発
展
こ
そ
求
め
て

い
な
い
だ
ろ
う
か
。

2006年度の「1ヶ月の残業時間」

２
０
０
６
／０
２
／２
０
Z
en
k
y
o
sh
in
b
u
n
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勤
務
の
実
態
を
把
握
し

実
効
あ
る
超
勤
是
正
を

文科省「教員の給与・勤務実態調査」

落落
ちち
つつ
くく「「
居居
場場
所所
」」をを
見見
つつ
けけ
たた

障害児教育 ◆１ ～全４回～

東
京
都
公
立
小
学
校
障
害
児
学
級
担
任

杉
山

俊
夫

２２．．１１１１
トトヨヨタタ総総行行動動

３
年
連
続
１
兆
円
超
え
る
利
益

ト
ヨ
タ
は
社
会
的
責
任
果
た
せ

安
全
・
安
心
に
働
け
る
社
会
実
現
へ

全
教
・
教
組
共
闘
の

教
職
員
要
求
・
意
識

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

青青年年のの要要求求にに応応ええるる

多多彩彩なな講講座座

固定障害学級の
充実・発展あってこそ

０６国民
春闘

「
生
活
実
感
」悪
化
、

依
然
深
刻
な

長
時
間
・
過
密
労
働

０６春闘は、久しぶりに「賃上げ」をめぐる攻防が焦点になります。
連合傘下の鉄鋼が６年ぶり、電機が５年ぶりに賃上げ要求を提出。
トヨタも１０００円の賃上げ要求を決めました。背景には、大もうけの
もとでも、労働者の賃金を抑制・削減してきた大企業の経営者への
怒りがあります。低賃金・非正規労働者の賃金改善など、労働者の
格差の解消、安心・安全に人間らしく働ける日本社会の実現をめざ
す、大きな流れをつくり出す春闘の前進がもとめられます。

shinbun@zenkyo.org


